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はじめに 

沿岸部の高速道路に設置された道路橋では，海域から発生する飛来塩分の作用により，橋桁が塩害劣化す

るため問題となっている．特に，災害時に高速道路の道路橋を安全に使用するためには，橋桁の塩害劣化状

況を事前に予測し，それに応じた対策を実施しておくことが重要である． 

 

１．研究の目的 

 本研究では，沿岸部に設置されている道路橋を対象として，自然環境作用に応じた塩害劣化状況を定量的

に予測できるようにするために，橋桁を模擬した模型に自然環境(飛来塩分・風・降雨)を作用させた実験を

実施し，橋桁表面の各位置における水分量と塩分量の分布について検討を行った． 

 

２．模型実験 

2-1 実験施設および模型 

実験は，長岡技術科学大学内に設置されている自

然環境作用を再現できる風洞実験施設を利用した．

この施設は，風，降雨，飛来塩分を同時に作用する

機能があり，縮尺1/10～1/20程度のコンクリート

製の模型を設置できるものである．寸法は長さ9.0m，

幅2.0m(前側通路0.9m)，高さ2.0mである．施設内

には，図-1のように風を発生させる送風機，降雨を

作用させるための降雨発生機，飛来塩分発生装置，

風を安定させる整流板が設置されている． 

2-2 実験方法 

実験は，橋桁形状を模擬した模型を設置するとともに，風を送風した状態で，降雨と飛来塩分をそれぞれ

作用させる方法で実施した．測定項目は，1)模型周辺の風速の分布，2)模型表面・表層に到達した降雨水の

浸透量，3)飛来塩分による到達塩分量，4)降雨による表層部の表面塩分の損失量である． 

降雨水の浸透量は，モルタル供試体を用いて測定を行った．供試体は，既往研究〔1〕を参考に，水セメ

ント比50%，寸法が縦30mm，横40mm，厚さ5mmとした．飛来塩分による到達塩分量は，1枚に受風口(縦40mm，

横50mm)があるアクリル製の2枚の板の間にガーゼを設置し，プレート型の供試体を模型表面に設置する方

法で測定を行った．飛来塩分の模型への作用時間は60分間である．供試体の暴露後は，蒸留水にガーゼを

投入し，その溶液の塩化物イオン量の測定を行った．降雨による表面塩分の損失量は，事前に塩分を含ませ

ておいたモルタル供試体に，降雨を一定時間作用させる方法で測定を行った．降雨の模型への作用時間は120

分間である． 

図-1 実験施設 

書式 1 



 

2-3 実験結果および考察 

(1) 模型各位置の降雨水の浸透量 

図-2(上段グラフ)は，模型各位置に作

用した降雨水の浸透量の結果である．図

の上段に示す橙色の部分が，模型表面に

おける供試体の設置位置である．図に示

すように，模型の各測定位置で，降雨に

よる水分の浸透量に差があることがわか

る．風が直接吹きつけるような壁面に設

置されている測定点No.2～7とNo.26～

27では，浸透量が大きくなっている．こ

れは，風の作用によって降雨粒子が直接

壁面に到達することで，水分の浸透量が

大きくなったためであると考えられる．

測定点No.6では，浸透量が少ないが，こ

れは模型の張り出し部の影響で降雨が供

試体に作用しないためである． 

(2) 模型各位置の到塩分達量 

図-2(下段グラフ)は，模型各位置の到

達塩分量と表面塩分の損失量を示した結

果である．図の棒グラフが飛来塩分によ

る到達塩分量を示した実験結果である．

風が直接吹きつける壁面のNo.3～7とNo.26～27で大きくなっている．また，模型下部に設置した測定点No.9

～19にも，飛来塩分が到達していることがわかる．この範囲は，降雨が作用していない部分であり，降雨と

飛来塩分の作用範囲が一部で異なっている傾向が見られた．  

(3) 模型各位置の表面塩分の損失量 

 図-2(下段グラフ)の実線は，降雨による表面塩分の損失量を示した結果である．図の塩分損失量は，降雨

作用前後の供試体の塩分量の差から算定を行った．図の風上側の壁面では，測定点No.1～4とNo.7で表面

塩分の損失量が20～25%程度と大きくなっている．これは，降雨が直接作用するような壁面であり，降雨の

作用を大きく受ける範囲で，塩分損失量が大きい傾向が見られた．模型下部に設置した測定点No.9～19で

は，表面塩分の損失量がほぼ0%となっているが，これは降雨が壁面に作用していないためである．ただし，

降雨による表面塩分の損失量は，降雨強度や降雨の作用時間によっても変化するため，構造物外部の環境条

件と塩分損失量の関係について，今後，追加で検討を行う予定である． 

 

３．まとめ 

本研究では，道路橋に作用する沿岸部の自然環境作用を再現した模型実験を実施した結果から，降雨によ

る水分浸透量および飛来塩分の到達塩分量は，模型表面の各位置で変化しており，作用している風況と模型

形状に影響を受けていることが明らかになった．さらに，短期的に降雨を作用させた条件では，表面塩分の

損失量は，直接降雨が作用する箇所で20～30%程度であり，模型表面の各位置で差があることが示された．  
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図-2 降雨水浸透量、到達塩分量、塩分量損失量の結果 


